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enebularとは？
サービス紹介



自由な発想と確かな技術で社会に役立つ
サービスを届けていきたいという思いを込
めた社名です。
「インターネットとリアルをつなぐ」ということ
の必要性を感じ、2006年にウフルを設立し
ました。

ウフルとは、スワヒリ語で
　「自由」を意味する言葉です。

ウフルについて



テクノロジーと自由な発想で持続可能な社会を創る

ウフルは、 既に存在するモノ・コトをつなげ、新しい価値を提供し  ます。

ウフルの考える持続可能な社会とは、ヒト・モノ全ての需要と供給のバランスが取れている状態です。

これらを様々なステークホルダーと共に実現してまいります。

経営理念



アートやテクノロジーから導き出した明確
なコンセプトをもとに、多岐にわたるクリエ
イティブを制作しています。

新規事業の参入や、事業の多角化など、あ
らゆる局面で、知財の有効活用を主軸とし
たイノベーションを支援しています。

お客様のIoTを活用した事業変革のために、ビジネス面

・技術面の双方からプランニングを支援します。

エッジデバイスからクラウドまで、ニーズにマッチした

最適でセキュアなシステムを構築します。

IoT時代のマーケティングオートメーションやDMPを
用い、デジタルマーケティングを支援します。

アートやテクノロジーから導き出した明確なコンセプト

をもとに、多岐にわたるクリエイティブを制作していま

す。

データの収集・分析から分析結果に基づく企画策定

まで、データ活用のあらゆるフェーズのご要望にお応

えします。

新規事業の参入や、事業の多角化など、あらゆる局

面で、知財の有効活用を主軸としたイノベーションを

支援しています。

Bringing IoT to Every Edge of The Globe. 
IoTでデジタルトランスフォーメーションを実現するために必要なコンサルティングからマーケティングまでをワンストップで提供しています。



enebularとは

１．IoTシステム開発ツール

３．データ可視化ツール

２．IoTシステム運用ツール

IoT開発環境

デバイスもクラウドサービスも

同一のプログラミングモデルで扱える

デバイス管理機能
大量デバイスへの遠隔デプロイ＆
デバイス状態の監視

データビジュアライゼーション機能
時系列データのリアルタイムの可視化



enebularによるIoTサービス開発

enebularによるIoTサービス開発はNode-REDによる

ローコード開発

ビジュアルプログラミング
Node-RED

https://nodered.org/

ノードと呼ばれる処理単位を並べてデータフローを定義

https://nodered.org/


AI Model
Deploy

enebularによるIoTサービス開発

Flow
Deploy

File
Deploy

Cloud

Gateway

Edge

Node-REDのフローをデプロイし
デバイスの監視を行う



02サービスの立上げ



3密可視化システム

新型コロナウイルス感染症で在宅勤務中の4月中旬 
事業企画担当者がenebularを使って丸一日で作ったシステム

CO2濃度・騒音を使って

部屋の3密状態を可視化
IoTの力でわずかでも社会貢献を！！



初期アーキテクチャ

Firebase

Storage
IoT Devices

Gateway

Cloud
Storage    

Clients

センサーデータを取得するノード
（シリアル通信ノード）

Google Firebaseへデータを
送信するノード



Node-REDの豊富なノード

https://flows.nodered.org/search
?term=Google&type=node

Googleで検索した例

https://flows.nodered.org/
search?term=firebase

Firebaseで検索した例

必要なノードを検索して
フローに導入する

https://flows.nodered.org/search?term=Google&type=node
https://flows.nodered.org/search?term=Google&type=node
https://flows.nodered.org/search?term=firebase
https://flows.nodered.org/search?term=firebase


GCPとNode-RED

GCP上でもNode-REDは使用可能

ブログ記事「GCP で Node-RED によるローコード プログラミングが可能に」

https://flows.nodered.org/node/node-red-contrib-google-cloud 

https://cloud.google.com/blog/ja/products/gcp/
using-node-red-with-google-cloud 

https://flows.nodered.org/node/node-red-contrib-google-cloud
https://cloud.google.com/blog/ja/products/gcp/using-node-red-with-google-cloud
https://cloud.google.com/blog/ja/products/gcp/using-node-red-with-google-cloud


類似サービスは

雨後の筍のように乱立

● ニーズは？

● 必要な機能は？



https://blog.enebular.com/enebular/3mitsu-visualization/

ブログにノウハウを公開

評判が良かった

https://blog.enebular.com/enebular/3mitsu-visualization/


PoCシステムを
運用しながら
ユーザーと対話して
システムを成長させる



最低限の機能ではじめてサービスを成長させる方針

● スモールスタート

● 低コスト

● スピード

● スケーラブル

小さく初めて...

リーンスタートアップ
DevOps

開発 運用
ユーザーの

利用



IoTサービス立上げの難しさ

ゲートウェイ / エッジデバイスのアップデートが難しい

拙速なリリースが将来のアップデートの足枷になることも…

Cloud

Gateway

Edge

システムを成長させるためには、

リモートデプロイ機能(OTA)や
リモート監視機能は必須



03サービスの成長



数字を見ても
よくわからない

状態が悪くなったら
換気の通知が欲しい

人数を知りたいデータを分析した
レポートが欲しい

カメラ画像を使いたい
カメラ画像を
使いたくない



最小限の機能でスタート

ユーザーと対話しながら追加する機能を決めていく

サービスの成長

CO2濃度
騒音

データ可視化 Firebase

Storage
IoT Devices

Gateway

Clients

Cloud
Storage    



サービスの成長

Firebase

Storage
IoT Devices

Gateway

Clients

Cloud
Storage    

CO2濃度
騒音

データ可視化

人数が欲しい

閾値を超えたら
通知が欲しい

enebularのリモートデプロイ機能でIoT
デバイス側に通知機能を追加



サービスの成長

CO2濃度
騒音

データ可視化

人数が欲しい

閾値を超えたら
通知が欲しい

データを分析したい

複数のセンサー値を統
合したい

カメラを
使いたい

(プライバシーの問題で )カ
メラは使いたくない

Firebase

Storage
IoT Devices

Gateway

Clients

Cloud
Storage    

Application &
Presentation

App
Engine

クラウド側に
レポート生成機能を追加



実際のスケジュール

4/25 5/19

5/1 6/15

7/14

アイディア 開発開始

PoCシステム
提供開始

ブログ
記事公開

人数 可視化機能
リリース

CO2濃度値・騒
音値 可視化機
能リリース

アイディアを思いついてから

1ヶ月弱でPoCシステム提供
2ヶ月弱で1st リリース

4/某日



3密可視化システム

● 2020年4月28日
○ ウフル、新型コロナ対策 IoTを活用して密閉・密接を可視化するノウハ

ウを無料公開

● 2020年5月26日
○ ウフル、３密可視化システムの提供開始

● 2020年7月8日
○ NHK総合(和歌山県内)「ギュギュっと和歌山」内「＃乗り越えよう和歌

山」にて紹介していただきました

https://uhuru.co.jp/news/press-releases/20200428/
https://uhuru.co.jp/news/press-releases/20200428/
https://uhuru.co.jp/news/press-releases/20200528/
https://movie-a.nhk.or.jp/sns/mey/iugr6fch.html
https://movie-a.nhk.or.jp/sns/mey/iugr6fch.html


04まとめ



enebular + Google Firebase + GCPで高速プロトタイピング

スモールスタートで成長させる

クラウド側のスケーラビリティは十分

IoTデバイスもenebularのリモートデプロイで簡単アップデート

まとめ



Thank you


